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世界経済評論　2016年９月10月号 93

田中 友義

前号に続いて，イタリア人ジャーナリスト，
ルイジ・バルジーニ（1908 年～1984）の著書

『ヨーロッパ人』の中から，「ドイツ人」と「フ
ランス人」を取り上げてみたい。

著者は「ドイツ人は見かけとは全く違って変
幻自在のプロテウスのようだ」と記している。
プロテウスは，ギリシャ神話に出てくる海に住
む老人で，海の主神ポセイドンの従者。予言と
変身の術とに長じた。「いったいドイツ人とは
何者か」と，古代ローマ人に至る遠い祖先が意
識し，バルジーニが自問した永遠の問いに対す
る彼なりの答えである。
「かつて，19 世紀に，ドイツは，平和なアル

カディア（理想郷）のように見えた。人々はみ
な涙もろく，道徳を守り，神をおそ
れ，子ども，民話，音楽を心から
愛していた。ドイツ人は堅気
一筋であった」という。これ
こそ，ドイツ人がドイツチュ
ツーム（ドイツ気質）と呼ぶ
ものである。

ところが，著者は，戦前の首
都ベルリンと戦後の西ドイツ首都
ボンは「まるで変幻自在な海にも似た
プロメテウス的ドイツの，まったく対立的な二
極，お互いに相入ない二つの局面を代表してい
た」と記している。ベルリンは，「力，神秘，
多弁，傲慢，予見不能な」ドイツであり，ボン
は，「英知，忍耐，意志，堅固，慎重な」ドイ
ツであった。戦後のドイツ人はみな，ボンに心
の安らぎの源を探し求め，ひたすら「ヨーロッ
パのためのドイツ」を希求し続けた。

バルジーニは，ドイツが「ヨーロッパの将来
は，もう過去何世紀にもわたってそうであった
ように，善かれ悪しかれ，そして好むと好まざ
るとにかかわらず，今日ふたたび，ドイツの将
来によって大きく左右されることになったよう
だ」として，いまなお「ヨーロッパの心臓」で

あり続けると述べている。イギリスなき EU を
どこに導くのだろうか。

さて，このプロメテウス的隣国ドイツに悩ま
され続けてきたフランス人の特性について，「フ
ランス（人）はヨーロッパのガスコーニュ（人）」
と，ドイツの詩人ハインリヒ・ハイネが語って
いる。ガスコーニュは，フランス西南部の旧地
方名。かの名作アレクサンドル・デュマ著『三
銃士』の主人公ダルタニアンはガスコーニュ
人で，「騎士道精神に満ち，惜しむことなく他
人に何でも与え，寛大で，ものすごく勇敢で，
想像力にあふれ，女には弱く，そして何よりも
自惚れが強く，自慢したがる性質である」と。
もっとも，仏語辞典では「ほら吹き」とか「抜

け目ない」という，語釈である。
文豪ヴィクトル・ユーゴーは

「フランス，フランス，汝なく
んばヨーロッパは孤立する」
と言った。フランス人は，「統
一ヨーロッパがフランスに
よって創造され，必然的に指

導されるものであり，その首都
はパリになるものと，暗黙のうち

に理解していた」が，現実は，ブリュッ
セルである。

しかし，「なぜフランス人は，人をいらいら
させて自国の偉大さを強調するのだろうか。確
固たる調子で，（動物の中でもっともガスコー
ニュ的な牡鶏のように）声高に『フランスこそ
第１位』と叫ぶ。しかし，その叫びは，時に実
体とかけ離れている」と手厳しい。ジュリアス・
シーザーがガリア人（ゴール人）と戦った大昔
から「フランス人（ゴール人）は口論好き」で，
論争，競争，敵意，そして，個人個人が自分の
私的自由を味わうことができるような一種の混
乱の時こそ，気が安まり，生き生きした気持ち
になれるという。フランス（人）に幸いあれ。
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